
議 第 ４ ２ 号  

 

   空 家 等 の 適 正 な 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

の 制 定 に つ い て  

 

 本 市 空 家 等 の 適 正 な 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 下 記

の と お り 制 定 す る も の と す る 。  

  令 和 ６ 年 （ ２ ０ ２ ４ 年 ） ２ 月 ２ ２ 日 提 出  

 

柏 崎 市 長  櫻  井  雅  浩  

 

 

 

記  

   新 潟 県 柏 崎 市 空 家 等 の 適 正 な 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例  

 新 潟 県 柏 崎 市 空 家 等 の 適 正 な 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 ２ ８ 年 条 例 第

１ １ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 １ 条 中 「 の 趣 旨 に 基 づ き 、 空 家 等 の 適 正 な 管 理 に 関 し 」 を 「 第 ４

条 の 規 定 に 基 づ く 空 家 等 に 関 す る 対 策 の 実 施 そ の 他 の 空 家 等 に 関 す る

措 置 に つ い て 」 に 改 め る 。  

第 ２ 条 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

⑴  空 家 等  法 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 空 家 等 を い う 。  

⑵  特 定 空 家 等  法 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 特 定 空 家 等 を い う 。  

第 ２ 条 第 ４ 号 中 「 及 び 」 を 「 、 市 内 の 自 治 組 織 及 び 市 民 活 動 団 体 並

び に 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 ５ 号 と し 、 同 条 中 第 ３ 号 を 第 ４ 号 と し 、

第 ２ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

⑶  管 理 不 全 空 家 等  法 第 １ ３ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 管 理 不 全 空 家 等

を い う 。  

第 ３ 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

２  空 家 等 に 係 る 敷 地 の 所 有 者 等 が 当 該 空 家 等 に 係 る 建 築 物 若 し く は  

こ れ に 附 属 す る 工 作 物 又 は 立 木 そ の 他 の 土 地 に 定 着 す る 物 （ 以 下 「
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建 築 物 等 」 と い う 。 ） を 所 有 せ ず 、 又 は 管 理 し て い な い 場 合 に は 、

当 該 空 家 等 に 係 る 敷 地 の 所 有 者 等 は 、 当 該 建 築 物 等 が 周 辺 の 生 活 環

境 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い よ う 、 当 該 空 家 等 に 係 る 建 築 物 等 の 所 有 者

等 に 対 す る 働 き か け を 行 う と と も に 、 自 ら の 責 任 に お い て 適 正 に 管

理 し な け れ ば な ら な い 。  

第 ４ 条 の 見 出 し 中 「 役 割 」 を 「 責 務 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 を 次 の よ

う に 改 め る 。  

市 民 等 は 、 空 家 等 の 活 用 及 び 発 生 の 予 防 並 び に 空 家 等 の 状 況 及 び

そ の 所 有 者 等 に 関 す る 情 報 の 把 握 に 関 し 、 積 極 的 な 役 割 を 果 た し 、

市 と 相 互 に 連 携 を 図 る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

第 ５ 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

（ 認 定 等 ）  

第 ５ 条  市 長 は 、 管 理 不 全 空 家 等 又 は 特 定 空 家 等 に 対 す る 措 置 を 適 切

に 講 ず る た め 、 必 要 な 調 査 を 行 い 、 当 該 空 家 等 が 管 理 不 全 空 家 等 又

は 特 定 空 家 等 で あ る と 認 め た と き は 、 管 理 不 全 空 家 等 又 は 特 定 空 家

等 と し て 認 定 す る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 市 長 は 、 あ ら か

じ め 第 ８ 条 第 １ ０ 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 空 家 等 対 策 推 進 協 議 会 の 管 理

不 全 空 家 等 及 び 特 定 空 家 等 審 議 会 の 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。  

２  市 長 は 、 管 理 不 全 空 家 等 又 は 特 定 空 家 等 の 所 有 者 等 が 当 該 管 理 不

全 空 家 等 又 は 特 定 空 家 等 に 対 し 必 要 な 措 置 を と り 、 管 理 不 全 空 家 等

又 は 特 定 空 家 等 に 該 当 し な い と 認 め る と き は 、 認 定 を 取 り 消 し 、 そ

の 旨 を 所 有 者 等 に 通 知 す る も の と す る 。  

第 ６ 条 中 「 第 １ ４ 条 第 ２ 項 」 を 「 第 １ ３ 条 第 ２ 項 又 は 法 第 ２ ２ 条 第

２ 項 」 に 改 め 、 「 係 る 」 の 次 に 「 管 理 不 全 空 家 等 又 は 」 を 加 え る 。  

第 ７ 条 か ら 第 ９ 条 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。  

（ 管 理 不 全 空 家 等 又 は 特 定 空 家 等 に 該 当 し な い 空 家 等 へ の 助 言 ）  

第 ７ 条  市 長 は 、 管 理 不 全 空 家 等 又 は 特 定 空 家 等 に 該 当 し な い が 適 切

な 管 理 が な さ れ て い な い 空 家 等 の 所 有 者 等 に 対 し 、 当 該 空 家 等 の 周

辺 に お け る 生 活 環 境 の 保 全 を 図 る た め に 必 要 な 措 置 を と る よ う 助 言

す る こ と が で き る も の と す る 。  

（ 空 家 等 対 策 推 進 協 議 会 ）  

第 ８ 条  法 第 ７ 条 第 １ 項 に 定 め る 空 家 等 対 策 計 画 の 策 定 又 は 変 更 及 び
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当 該 空 家 等 対 策 計 画 に 基 づ き 実 施 す る 施 策 等 が 、 市 民 等 の 意 見 を 十

分 に 反 映 し な が ら 円 滑 か つ 適 正 に 行 わ れ る こ と に 資 す る た め 、 法 第

８ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ く 市 長 の 附 属 機 関 と し て 、 空 家 等 対 策 推 進

協 議 会 （ 以 下 「 協 議 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。  

２  協 議 会 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 調 査 審 議 す る 。  

⑴  法 第 ７ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 空 家 等 対 策 計 画 の 策 定 又 は 変 更 に 関

す る 事 項  

⑵  管 理 不 全 空 家 等 又 は 特 定 空 家 等 へ の 対 処 に 関 す る 事 項  

３  協 議 会 は 、 委 員 １ ５ 人 以 内 を も っ て 組 織 す る 。  

４  委 員 は 、 市 長 及 び 法 第 ８ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 者 （ 市 長 を 除 く 。 ）

の う ち か ら 市 長 が 委 嘱 す る 者 を も っ て 充 て る 。  

５  市 長 は 、 あ ら か じ め 指 名 す る 者 を 、 そ の 代 理 の 委 員 と す る こ と が

で き る 。  

６  委 員 の 任 期 は 、 ２ 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任

者 の 残 任 期 間 と す る 。  

７  委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。  

８  委 員 は 、 職 務 上 知 り 得 た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退

い た 後 も 、 同 様 と す る 。  

９  協 議 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 関 係 人 に 対 し 、 説 明 又 は

資 料 の 提 供 を 求 め 、 そ の 他 必 要 な 調 査 を 行 う こ と が で き る 。  

１ ０  協 議 会 は 、 第 ２ 項 各 号 に 規 定 す る 所 掌 事 務 に 係 る 特 定 の 事 項 に

つ い て 調 査 審 議 す る た め 、 次 に 掲 げ る 部 会 を 置 く 。  

⑴  空 家 等 対 策 計 画 策 定 ・ 事 業 実 施 委 員 会  

⑵  管 理 不 全 空 家 等 及 び 特 定 空 家 等 審 議 会  

１ １  前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、 協 議 会 の 組 織 及 び 運 営 に 関 し 必 要

な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。  

（ 緊 急 安 全 措 置 ）  

第 ９ 条  市 長 は 、 管 理 不 全 空 家 等 又 は 特 定 空 家 等 が 市 民 等 の 生 命 、 身

体 又 は 財 産 に 対 す る 重 大 な 被 害 を 与 え る こ と が 明 ら か な 状 態 で あ っ

て 、 緊 急 に 危 険 を 回 避 す る 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 所 有 者 等 の

同 意 を 得 て 当 該 管 理 不 全 空 家 等 又 は 特 定 空 家 等 に 対 し て 必 要 最 小 限

度 の 措 置 を と る こ と が で き る も の と す る 。  
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２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 措 置 を と る と き は 、 あ ら か じ め 当 該 管

理 不 全 空 家 等 又 は 特 定 空 家 等 の 所 有 者 等 に 対 し 、 次 に 掲 げ る 事 項 を

通 知 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 管 理 不 全 空 家 等 又 は 特 定 空 家 等

の 所 有 者 等 を 確 知 す る こ と が で き な い 場 合 又 は 特 に 緊 急 の 必 要 が あ

る と 認 め る 場 合 そ の 他 や む を 得 な い と 認 め ら れ る と き は 、 こ の 限 り

で な い 。  

⑴  措 置 を 行 う 理 由  

⑵  措 置 の 内 容  

⑶  措 置 を 行 う 日 時 又 は 期 間  

⑷  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

３  市 長 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 措 置 を と っ た と き は 、 速 や か に 当 該

措 置 に 係 る 管 理 不 全 空 家 等 又 は 特 定 空 家 等 の 所 有 者 等 に 対 し 、 次 に

掲 げ る 事 項 を 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

⑴  措 置 の 内 容  

⑵  措 置 を 行 っ た 日 時 又 は 期 間  

⑶  措 置 に 関 し て 支 出 し た 費 用 の 額  

⑷  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

４  市 長 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 措 置 に 要 す る 費 用 を 支 出 し た と き は 、  

そ の 費 用 を 当 該 管 理 不 全 空 家 等 又 は 特 定 空 家 等 の 所 有 者 等 か ら 徴 収

す る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 そ の 徴 収 に 当 た っ て は 、 実 際

に 要 し た 費 用 の 額 及 び そ の 納 期 限 を 定 め 、 所 有 者 に 対 し 、 文 書 を も

っ て 納 付 を 命 令 し な け れ ば な ら な い 。  

５  前 項 の 規 定 に よ り 徴 収 し た 費 用 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律

第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ３ １ 条 の ３ 第 １ 項 に 規 定 す る 歳 入 と す る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 特 定 空 家 等 審 議 会 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 ２ 条  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 改 正 前 の 新 潟 県 柏 崎 市 空 家 等 の 適 正

な 管 理 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） 第 ７ 条 第 １ 項 の 規

定 に よ り 設 置 さ れ た 特 定 空 家 等 審 議 会 （ 以 下 「 審 議 会 」 と い う 。 ）  

の 委 員 で あ る 者 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ）  
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に 、 改 正 後 の 第 ８ 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 、 同 条 第 １ 項 に 規 定 す る 空

家 等 対 策 推 進 協 議 会 （ 以 下 「 協 議 会 」 と い う 。 ） の 委 員 と し て 委 嘱

さ れ た も の と み な す 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 施 行 日 に 委 嘱 さ れ た も の と み な さ れ る 委 員 の 任

期 は 、 改 正 後 の 第 ８ 条 第 ６ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 審 議 会 の 委 員 と

し て の 任 期 の 残 任 期 間 と す る 。  

３  施 行 日 前 に 審 議 会 に さ れ た 諮 問 （ こ の 条 例 の 施 行 の 際 こ れ に 係 る

調 査 審 議 を 終 え て い な い も の に 限 る 。 ） は 、 施 行 日 に お い て 協 議 会

に 諮 問 さ れ た も の と み な す 。 こ の 場 合 に お い て 、 審 議 会 に よ り 施 行

日 前 に 行 わ れ た 調 査 審 議 は 、 協 議 会 に よ り 行 わ れ た も の と み な す 。  

４  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 審 議 会 の 委 員 で あ る 者 又 は 施 行 日 前 に お

い て 審 議 会 の 委 員 で あ っ た 者 に 係 る 旧 条 例 第 ７ 条 第 ７ 項 の 規 定 に よ

る 職 務 上 知 り 得 た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 義 務 に つ い て は 、 こ の

条 例 の 施 行 後 も 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

 （ 緊 急 安 全 措 置 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

５  施 行 日 前 に 旧 条 例 第 ８ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り と ら れ た 措 置 に 係 る  

費 用 の 請 求 及 び 所 有 者 等 へ の 通 知 の 手 続 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例

に よ る 。  

 （ 特 別 職 の 職 員 で 非 常 勤 の も の の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 実 費 弁 償 に 関

す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ３ 条  新 潟 県 柏 崎 市 特 別 職 の 職 員 で 非 常 勤 の も の の 報 酬 、 費 用 弁 償

及 び 実 費 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 ３ １ 年 条 例 第 ２ ２ 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。  

  別 表 １ 中  

 「  

特定空家等審議会委員 １日につき 13,000円 〃  

」 を  

 「  

空家等対策推進協

議会委員 

空家等対策計画策定

・事業実施委員会 

１日につき 6,400円 〃  

管理不全空家等及び 

特定空家等審議会 

１日につき 13,000円 〃  

」 に  
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改 め る 。  
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、
市
民
等
の
生
命
、
身
体
及
び
財

産
の
保
護
並
び
に
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
26
年
法
律
第
12
7号

。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
空
家
等
の
適
正
な
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
等
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
並
び
に
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

（
定
義
）
 

（
定
義
）
 

第
２
条
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

第
２
条
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(１
) 

空
家
等
 
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
空
家
等
を
い
う
。
 

(１
) 

空
家
等
 
市
内
に
所
在
す
る
建
築
物
又
は
こ
れ
に
附
属
す
る
工
作
物
で
あ
っ
て
、
居
住
そ
の

他
の
使
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る
も
の
及
び
そ
の
敷
地
（
立
木
そ
の
他
の
土
地

に
定
着
す
る
物
を
含
む
。
）
を
い
う
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
自
治
体
が
所
有
し
、
又
は
管
理
す

る
も
の
を
除
く
。
 

(２
) 

特
定
空
家
等
 
法
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
特
定
空
家
等
を
い
う
。
 

(２
) 

特
定
空
家
等
 
市
内
に
所
在
す
る
空
家
等
で
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
等
著
し

く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
又
は
著
し
く
衛
生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状

態
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
状
態
そ
の
他

周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
状
態
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
 

(３
) 

管
理
不
全
空
家
等
 
法
第
13
条
第
１
項
に
規
定
す
る
管
理
不
全
空
家
等
を
い
う
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(４
) 

（
略
）
 

(３
) 

（
略
）
 

(５
) 

市
民
等
 
市
内
に
在
住
、
在
勤
又
は
在
学
す
る
個
人
、
市
内
の
自
治
組
織
及
び
市
民
活
動
団

体
並
び
に
市
内
に
事
務
所
を
有
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
を
い
う
。
 

 

(４
) 

市
民
等
 
市
内
に
在
住
、
在
勤
又
は
在
学
す
る
個
人
及
び
市
内
に
事
務
所
を
有
す
る
法
人
そ

の
他
の
団
体
を
い
う
。
 

 

（
空
家
等
の
所
有
者
等
の
義
務
）
 

（
空
家
等
の
所
有
者
等
の
義
務
）
 

第
３
条
 
（
略
）
 

第
３
条
 
（
略
）
 

２
 
空
家
等
に
係
る
敷
地
の
所
有
者
等
が
当
該
空
家
等
に
係
る
建
築
物
若
し
く
は
こ
れ
に
附
属
す
る
工

作
物
又
は
立
木
そ
の
他
の
土
地
に
定
着
す
る
物
（
以
下
「
建
築
物
等
」
と
い
う
。
）
を
所
有
せ
ず
、

又
は
管
理
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
当
該
空
家
等
に
係
る
敷
地
の
所
有
者
等
は
、
当
該
建
築
物
等
が

周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
当
該
空
家
等
に
係
る
建
築
物
等
の
所
有
者
等
に

対
す
る
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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改
正
後
 

改
正
前
 

い
。
 

 

＿
 

 

（
市
民
等
の
責
務
）
 

（
市
民
等
の
役
割
）
 

第
４
条
 
市
民
等
は
、
空
家
等
の
活
用
及
び
発
生
の
予
防
並
び
に
空
家
等
の
状
況
及
び
そ
の
所
有
者
等

に
関
す
る
情
報
の
把
握
に
関
し
、
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
、
市
と
相
互
に
連
携
を
図
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
４
条
 
市
民
等
は
、
特
定
空
家
等
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
長
に
対
し
、
規
則
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
（
略
）
 

 

２
 
（
略
）
 

 

（
認
定
等
）
 

（
認
定
）
 

第
５
条
 
市
長
は
、
管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
た
め
、
必

要
な
調
査
を
行
い
、
当
該
空
家
等
が
管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
で
あ
る
と
認
め
た
と
き

は
、
管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
と
し
て
認
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

市
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
第
８
条
第
１
０
項
第
２
号
に
規
定
す
る
空
家
等
対
策
推
進
協
議
会
の
管
理
不

全
空
家
等
及
び
特
定
空
家
等
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
５
条
 
市
長
は
、
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
た
め
、
法
第
９
条
に
規
定
す
る
調

査
を
行
い
、
当
該
空
家
等
が
特
定
空
家
等
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
特
定
空
家
等
認
定
リ
ス
ト
に

登
載
し
、
特
定
空
家
等
認
定
台
帳
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
市
長
は
、
管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
の
所
有
者
等
が
当
該
管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定

空
家
等
に
対
し
必
要
な
措
置
を
と
り
、
管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
に
該
当
し
な
い
と
認
め

る
と
き
は
、
認
定
を
取
り
消
し
、
そ
の
旨
を
所
有
者
等
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

 

（
勧
告
前
の
手
続
）
 

（
勧
告
前
の
手
続
）
 

第
６
条
 
市
長
は
、
法
第
13
条
第
２
項
又
は
法
第
22
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
規
則
で
定
め
る
手
続
を
経
る
も
の
と
し
、
当
該
勧
告
に
係
る
管
理
不
全
空

家
等
又
は
特
定
空
家
等
の
所
有
者
等
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。
 

 

第
６
条
 
市
長
は
、
法
第
14
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
規
則
で
定
め
る
手
続
を
経
る
も
の
と
し
、
当
該
勧
告
に
係
る
特
定
空
家
等
の
所
有
者
等
に
意
見

を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。
 

 

（
管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
に
該
当
し
な
い
空
家
等
へ
の
助
言
）
 

（
特
定
空
家
等
審
議
会
）
 

第
７
条
 
市
長
は
、
管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
に
該
当
し
な
い
が
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
て

い
な
い
空
家
等
の
所
有
者
等
に
対
し
、
当
該
空
家
等
の
周
辺
に
お
け
る
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

第
７
条
 
法
第
６
条
第
２
項
第
６
号
に
規
定
す
る
事
項
を
諮
問
す
る
た
め
、
市
長
の
附
属
機
関
と
し

て
、
特
定
空
家
等
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

２
 
審
議
会
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
し
、
そ
の
結
果
を
市
長
に
答
申
す
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

３
 
審
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
人
に
対
し
、
説
明
又
は
資
料
の
提
供
を
求

め
、
そ
の
他
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

４
 
審
議
会
は
、
委
員
５
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
し
、
そ
の
委
員
は
、
特
定
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関

し
公
正
な
判
断
が
で
き
、
か
つ
、
法
律
又
は
建
築
物
等
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
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改
正
後
 

改
正
前
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

か
ら
市
長
が
委
嘱
す
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
 

５
 
委
員
の
任
期
は
、
２
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

６
 
委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
 

７
 
委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と

す
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
 

 

８
 
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定

め
る
。
 

 

（
空
家
等
対
策
推
進
協
議
会
）
 

（
緊
急
安
全
措
置
）
 

第
８
条
 
法
第
７
条
第
１
項
に
定
め
る
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定
又
は
変
更
及
び
当
該
空
家
等
対
策
計

画
に
基
づ
き
実
施
す
る
施
策
等
が
、
市
民
等
の
意
見
を
十
分
に
反
映
し
な
が
ら
円
滑
か
つ
適
正
に
行

わ
れ
る
こ
と
に
資
す
る
た
め
、
法
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
市
長
の
附
属
機
関
と
し
て
、
空

家
等
対
策
推
進
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。
 

第
８
条
 
市
長
は
、
特
定
空
家
等
が
市
民
等
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
対
す
る
重
大
な
被
害
を
与
え

る
こ
と
が
明
ら
か
な
状
態
で
あ
っ
て
、
緊
急
に
危
険
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

所
有
者
等
の
同
意
を
得
て
当
該
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
最
小
限
度
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
長
は
、
当
該
措
置
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
所
有
者
等
に
対

し
、
そ
の
償
還
を
請
求
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。
 

２
 
市
長
は
、
前
項
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
当
該
特
定
空
家
等
の
所
在
地
及
び
当
該
措
置
の
内
容

を
、
遅
滞
な
く
、
当
該
特
定
空
家
等
の
所
有
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(１
) 

法
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定
又
は
変
更
に
関
す
る
事
項
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(２
) 

管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
事
項
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

３
 
協
議
会
は
、
委
員
15
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

４
 
委
員
は
、
市
長
及
び
法
第
８
条
第
２
項
に
規
定
す
る
者
（
市
長
を
除
く
。
）
の
う
ち
か
ら
市
長
が

委
嘱
す
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

５
 
市
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
を
、
そ
の
代
理
の
委
員
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

６
 
委
員
の
任
期
は
、
２
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
 

７
 
委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

８
 
委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と

す
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
 

９
 
協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
人
に
対
し
、
説
明
又
は
資
料
の
提
供
を
求

め
、
そ
の
他
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

10
 
協
議
会
は
、
第
２
項
各
号
に
規
定
す
る
所
掌
事
務
に
係
る
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る

た
め
、
次
に
掲
げ
る
部
会
を
置
く
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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改
正
後
 

改
正
前
 

(１
) 

空
家
等
対
策
計
画
策
定
・
事
業
実
施
委
員
会
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(２
) 

管
理
不
全
空
家
等
及
び
特
定
空
家
等
審
議
会
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

11
 
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定

め
る
。
 

 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
 

 

（
緊
急
安
全
措
置
）
 

（
相
続
人
の
不
存
在
及
び
不
在
者
へ
の
対
応
）
 

第
９
条
 
市
長
は
、
管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
が
市
民
等
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
対
す

る
重
大
な
被
害
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
な
状
態
で
あ
っ
て
、
緊
急
に
危
険
を
回
避
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
所
有
者
等
の
同
意
を
得
て
当
該
管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
に
対
し

て
必
要
最
小
限
度
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

第
９
条
 
市
長
は
、
特
定
空
家
等
の
相
続
人
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
法
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
空
家
等
に
つ
い
て
、
民
法
（
明

治
29
年
法
律
第
89
号
）
第
95
2条

第
１
項
に
規
定
す
る
相
続
財
産
の
管
理
人
（
以
下
「
相
続
財
産
管

理
人
」
と
い
う
。
）
の
選
任
に
必
要
な
手
続
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
と
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
管
理
不
全
空
家
等
又
は

特
定
空
家
等
の
所
有
者
等
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
の
所
有
者
等
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
又
は
特
に
緊

急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。
 

２
 
市
長
は
、
特
定
空
家
等
の
相
続
人
の
全
部
又
は
一
部
が
民
法
第
25
条
第
１
項
に
規
定
す
る
不
在
者

で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
法
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特

定
空
家
等
に
つ
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
財
産
の
管
理
人
（
以
下
「
不
在
者
財
産
管
理
人
」
と
い

う
。
）
の
選
任
に
必
要
な
手
続
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(１
) 

措
置
を
行
う
理
由
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(２
) 

措
置
の
内
容
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
 

(３
) 

措
置
を
行
う
日
時
又
は
期
間
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(４
) 

そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

３
 
市
長
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
と
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
措
置
に
係
る
管
理
不

全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
の
所
有
者
等
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

３
 
市
長
は
、
前
２
項
の
規
定
に
よ
り
発
生
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
相
続
財
産
管
理
人
又
は
不
在
者
財

産
管
理
人
に
対
し
、
そ
の
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(１
) 

措
置
の
内
容
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
 

(２
) 

措
置
を
行
っ
た
日
時
又
は
期
間
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(３
) 

措
置
に
関
し
て
支
出
し
た
費
用
の
額
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(４
) 

そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

４
 
市
長
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
た
と
き
は
、
そ
の
費
用
を
当
該

管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
の
所
有
者
等
か
ら
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
徴
収
に
当
た
っ
て
は
、
実
際
に
要
し
た
費
用
の
額
及
び
そ
の
納
期
限
を
定
め
、
所
有
者
に

対
し
、
文
書
を
も
っ
て
納
付
を
命
令
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

５
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
し
た
費
用
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
23
1条

の

３
第
１
項
に
規
定
す
る
歳
入
と
す
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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新
潟

県
柏

崎
市

特
別

職
の

職
員

で
非

常
勤

の
も

の
の

報
酬

、
費

用
弁

償
及

び
実

費
弁

償
に

関
す

る
条

例
（

昭
和

３
１

年
１

０
月

１
５

日
条

例
第

２
２

号
）

 

改
正
後
 

改
正
前
 

別
表
１
 

別
表
１
 

（
略
）
 

空
家

等
対

策
推

進

協
議
会
委
員
 

空
家

等
対

策
計

画
策

定
・

事
業

実
施
委
員
会
 

１
日
に
つ
き
 

6,
40
0円

 
〃
 

管
理

不
全

空
家

等
及

び
特

定
空

家
等
審
議
会
 

１
日
に
つ
き
 

13
,0
00
円
 

〃
 

（
略
）
 

 

（
略
）
 

特
定
空
家
等
審
議
会
委
員
 

１
日
に
つ
き
 

13
,0
00
円
 

〃
 

（
略
）
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